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１．はじめに 

 

広島県福山市は広島県と岡山県の県境に位置し，江戸

時代からの古い街並みが残る港まち「鞆の浦」や江戸時

代に参勤交代の休泊施設であった「神辺本陣」など豊富

な観光資源を有するが，観光資源が点在するとともに観

光地間のモビリティが低く，十分に活かせていない状況

である． 

本調査は，観光客の行動特性からみた福山市の交通問

題を把握し，福山市の観光モビリティ向上に向けた検討

を行うことを目的に実施し，今回は調査結果の基礎的分

析について報告するものである． 

なお，観光活性化の要因としては，①魅力的な観光資

源，②観光地までのアクセス性，③観光地間の周遊性，

④美味しい食べ物，⑤知名度など考えられるが，本調査

では①，②，③の視点に着目し，GPS機能付き携帯電話

を活用したプローブパーソン調査により観光客の周遊行

動を把握した．プローブパーソン調査では，従来の紙方

式のアンケートでは把握できない詳細な人の行動データ

が把握できるのが特徴である１）. 

 

２．調査の概要 

 

 本調査は，県外もしくは広島県居住者から観光モニタ

ーを募り実施した．本調査の全体的な流れを図―１に，

調査の概要については表－１に示す． 

 モニターは，知人等を通じて全国各地より募集し，福

山市への来訪回数や福山市に対するイメージ，観光プラ

ンの作成など，事前アンケート調査を実施した． 

 次に，事前に作成した観光プランや各自で収集した情

報などを基に，GPS機能付き携帯電話を操作しながら実

際に福山市内を観光してもらった．なお，調査中は携帯

電話を操作（出発地，到着地，移動手段，移動目的な

ど）してもらうと同時に，良かった事・悪かった事・気 

 

 

 

 

 

になった事・美しい景色・食べた物・買った物などにつ

いて携帯電話が持つエントリ機能を使って写真を撮影し

てもらい，それに対するコメントを入力してもらった． 

 調査終了後は，各自のパソコンでwebダイアリの修

正・編集をしてもらい，最後に福山市に対するイメージ

の変化や事前に立てたプランと実際の行動の比較などの

事後アンケートに回答してもらい終了とした． 

 なお，モニターは20～50代の学生，主婦，会社員とい

った幅広い属性が得られ，居住地に関しても福山市への

各交通手段（飛行機，新幹線，自動車）でのアクセス性

を考慮し，東京・大阪・広島・鳥取・福岡各方面の居住

者を選定した． 

モニター募集（計30人） 

事前アンケート調査の実施 
・福山への来訪回数，福山市に対するイメージ， 
 観光の際に重要視する項目，観光プラン作成 等

プローブパーソン調査の実施（１泊２日） 

Webダイアリの修正・編集 

事後アンケート調査の実施 
・福山市に対するイメージの変化，観光プランと実

際の行動の比較，道路交通に対する満足度 等 

表―１ 調査の概要 

①調査期間 平成20年2月16日～24日 うち2日間 

②モニター数 30 人（東京 7 人，大阪 5 人，広島 5 人，
鳥取6人，福岡7人） 

③モニター属性 20～50代の学生，主婦，会社員 

④調査方法 

・GPS 機能付き携帯電話を持って福山市を
観光してもらう 

・移動手段は自由 
・立寄り施設は，5箇所指定し，後は自由 
・後日，webダイアリで編集 

⑤収集データ 
・出発地・目的地（市内は施設単位） 
・移動手段，移動目的 
・移動中，滞在中の写真など（エントリ） 

*キーワード：観光周遊行動,プローブパーソン 
**正員 修（工） 復建調査設計株式会社 福岡支社 

（福岡市博多区博多駅前2-17-19 安田第5ビル， 
Tel:092-471-8324，E-mail:takekuma@fukken.co.jp） 

***正員 博（工） 復建調査設計株式会社 
****正員 博（工） 東京大学大学院都市工学専攻 

図－１ 調査の流れ 



３．事前アンケート調査結果 

 

（１）モニター属性 

 モニターの年代は，10代が1人，20代が16人，30代が7

人，50代が6人の計30人となっている． 

 また，今までの福山市への訪問経験は12人（4割）が

訪問経験があると回答している（図－２）． 
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（２）モニターの観光行動特性 

 モニターが普段，観光地でよく利用する交通手段はマ

イカーとレンタカーを合わせると6割以上が自動車とな

っており，その他，鉄道が約2割，バスに関しては1割以

下となっており，公共交通機関等が観光にあまり利用さ

れていないのが伺える（図－３）． 

 また，観光地を選択する際に重要視する項目としては，

「温泉等の施設」や「自然景観」，「名所・遺跡」など

が多くなっており，福山市においては「鞆の浦」や「バ

ラ公園」といった施設が該当する（図－４）． 
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（３）モニターの福山市に対するイメージ 

 福山市に対するイメージを５段階で評価してもらった

ところ，訪問経験の有無に関わらず大きな差は得られな

かったが，「ばらのまち」や「企業城下町」，「港ま

ち」に対するイメージが強くなっている（図－５）． 

 一方，「にぎわいがあるまち」に対するイメージが非

常に低く，福山市＝観光地（観光客が多い都市）として

のイメージが低いことが伺える． 

 

４．プローブパーソン調査による観光周遊行動の把握 

 

（１）調査結果の概要 

 事前に立てた観光プランを基に，実際にGPS機能付き

携帯電話を持って福山市を観光してもらった．その結果，

全30人のモニターの１泊２日の観光において４６６件も

の有効トリップデータを収集することが出来た． 

 また，エントリデータとしては建物や景色に対するコ

メントが多くなっており，福山市内には魅力的な建物や

景色が多く存在することが読み取れる（図－６）． 
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図－２ 福山市への訪問経験 

図－３ 観光地でよく利用する交通手段

図－４ 観光地を選択する際に重要視する項目(複数回答)

図－５ 福山市に対するイメージ 

表―２ 調査結果の概要 

①データ送信間隔
・移動中 600秒 
・滞在中 1,200秒 

②取得データ 

・測位データ 98,433 件（滞在中のデ
ータも含む） 

・トリップデータ 542件 
（うち有効トリップデータ466件） 

・エントリデータ 1,324件 
 （うち有効エントリデータ1,207件）

図－６ エントリデータのカテゴリ分類



（２）交通手段別の観光周遊行動の特性 

 福山市内において自動車（マイカー，レンタカー）を

利用して観光した場合とその他の交通手段（鉄道，バス，

徒歩など）を利用した場合において，交通手段別の観光

周遊行動の特性について比較し，整理した．なお，今回

の調査において主に自動車で福山市内を観光した人は9

名，その他の交通手段が21名となっている． 

 交通手段別の福山市内における平均移動時間は，自動

車利用者がその他の交通手段利用者に比べて25分短くな

っており，観光地間を周遊するにあたっては自動車利用

の方が便利であることが伺える（図－７）．そのため，

観光周遊エリアは自動車利用者の方が広範囲に及んでい

る（図－８）．一方，特定エリア内における周遊性では，

自動車利用者よりもその他利用者の方が徒歩での行動範

囲が広くなっている傾向が伺える（図－９）． 

 福山市内における観光地等の施設での平均滞在時間

（宿泊施設での滞在時間を除く）は自動車利用者に比べ

てその他の交通手段利用者が45分長くなっているととも

に，平均立ち寄り施設の数もわずかながら多くなってい

る（図－１０）．滞在時間に関しては，公共交通機関等

の利便性（時刻などの制約）や観光資源の密集具合など

が影響していると考えられる． 
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そのため，公共交通機関等を用いて観光地間のアク

セス性を高めることは，観光客の周遊行動を促し，観光

活性化に寄与すると考えられる． 

 

 

 

 

 

 

 

（３）居住地別の観光周遊行動の特性 

 居住地別の観光周遊行動の特性として，福山市までの

アクセス時間と福山市内での滞在時間の関係を示したの

が図－１１である．これより，居住地別（発地別）で観

光地内での滞在時間に大きな関係性は見られなかった． 
その理由としては，観光行動の特性として，たとえ

観光地までのアクセス時間がかかったとしても，事前に

プランを作成し，早目に出発するなどの対策で観光時間

を長く確保するなどが考えられる． 
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図－７ 交通手段別の平均移動・滞在時間 図－１１ アクセス時間と滞在時間の関係

自動車利用者 その他利用者

図－８ 交通手段別の観光周遊行動の例

図－１０ 交通手段別の平均立ち寄り施設数

図－９ 特定エリアの観光周遊行動の例 
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（４）訪問経験別の観光周遊行動の特性 

訪問経験の有無による平均立ち寄り施設の数を示し

たのが図－１２である．訪問経験有りの人が無い人に比

べて立ち寄り施設数が上回っているが，これは事前に人

が持っている観光地に対する情報量の違いが影響したと

考えられる．そのため，観光地や観光地間の交通手段に

関する情報も観光客の周遊行動に影響を与えると考えら

れる．
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（５）エントリ機能を活用した空間構造の把握 

プローブパーソン調査の特徴として，携帯電話のカ

メラを活用したエントリ機能である．エントリ機能は，

観光客が移動中や施設滞在中の記録として写真やコメン

トを残し，位置情報と紐付け可能な機能である． 

エントリ機能を活用することで，観光客が観光中に

感じている空間的意識構造を把握可能であると同時に，

測位データやトリップデータからでは把握できない，現

地の実際の状況などを把握することができる． 

以下に，今回調査から得られた移動に関するエント

リデータの一部を紹介する（写真－１）． 

  

 

 

５．事後アンケート調査結果 

 

（１）観光プランと実行動の比較 

事前に立てた観光プランと実際の行動を比較しても

らうと，8割以上の人が違う行動をしている（図－１

３）．具体的な理由としては，「バスが予定どおり来な

い」や「徒歩の方が早いため」などの交通問題に起因す

る内容が最も多くなっており（図－１４），観光地間の

モビリティが観光周遊に大きな影響を与えるのが伺える． 
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（２）福山市に対するイメージの変化 

観光前後における福山市に対するイメージの変化は，

「歴史・文化のあるまち」や「港まち」に対するイメー

ジが非常に強くなっており，「鞆の浦」や「福山城」，

「神辺本陣」といった観光施設を訪問したが理由と考え

られる．その他，「にぎわいがあるまち」に対するイメ

ージの変化が大きくなっているのもポイントである． 
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６．おわりに 

 

 本研究は，福山市を対象にプローブパーソン調査を実
施し，観光客の観光周遊行動に関する基礎的分析を行っ
た．その結果，観光客の周遊行動に関する特性を把握す
るとともに，福山市における観光面から見た道路交通の
課題が明らかになった． 
今後は，今回の調査から得られたデータを基に，観光

客の交通手段選択モデルの構築や，エントリデータを活
用し，福山市の観光モビリティをデザインすることで活
性化に向けた検討を行う. 
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図－１３ 観光プランと実行動の比較

図－１４ 観光プランと違う行動をした理由

図－１５ 福山市に対するイメージの変化（全員）

写真－１ エントリ機能を活用した空間構造の把握

風情のある街並み 歩道がなく狭い道

図－１２ 訪問経験別の平均立ち寄り施設数


